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本論文は序章と終章を除いて４章から成っている。 

 序章では、アドルフ・フォン・ハルナックおよび「神の国」の思想を研究の目的と定める作業として、まず最初に、

20 世紀におけるヨーロッパおよび日本におけるハルナックの受容と評価の歴史を振り返る。あわせて、近年のハルナ

ック再評価の動きについても素描している。次に、本論文で最も重点的に取り扱う神学的概念である「神の国」の神学

史にも触れる。 

 第一章では、ハルナックの生涯と「神の国」の思想を概観する。彼は自由な神学研究のあり方を主張し、また実行し

たが、その背景には当時、教会的権威や世俗的権威である政府の干渉にさらされていた大学神学部の複雑な状況があ

った。さらには世俗化が急激に進むドイツにおいて、旧態依然たる教会から距離を置かなければ、学術としての神学

は新時代の要請に応えられないという事情があった。 

 このことをハルナックは神学を歴史学的に取り扱うことによって達成しようとした。学術的主著『教理史教本』に

おいて、彼は初期キリスト教の歴史は「福音のギリシア化」であるとした。また、この結論に基づき、いわゆる「使徒

信条論争」の中で、使徒信条は歴史的文書であって、現代のキリスト教会の礼拝で用いない方がよいとの意見を発表

し、議論を引き起こした。これらの見解は『キリスト教の本質』においてさらに展開されていくことになる。 

 ところで、19 世紀には「神の国」という思想はキリスト教にとって重要な概念であった。ヨハン・ヴィーヒャーン

らは、「神の国」の思想に基づき、大衆的窮乏の救済のための社会運動あるいは政治活動に携わったドイツのキリスト

者である。スイスではこのような活動は「宗教社会主義」として、クリストフ・フリードリヒ・ブルームハルトの「神

の国」の思想から刺激を受けたヘルマン・クッター、レオンハルト・ラガーツによって展開された。これとは別に、学

術的神学では、リッチュルとリッチュル学派、あるいは彼らとは神学傾向の異なる人々においても、「神の国」は中心

的主題として展開された。 

 第二章では、リッチュルとハルナックとを比較検討する。その独自の神学体系はその著作『キリスト教綱要』に簡潔

にまとめられている。それによれば、「神の国」とは、真のキリスト教共同体の目的であり、共同体による現在的な産

物であると明確に定義されている。ただし、この「神の国」と「共同体」とは、現在に現出するものであると同時に、

この世に対しては本質的に超越的な存在として規定されている。リッチュルは「神の国」と「共同体」の基礎を道徳で

あるとしたが、この道徳とはギリシア哲学的な一般道徳ではなく、神の愛に支えられた完全な道徳である。その規範

はイエス・キリストであり、「神の国」は創造から終末まで、一貫して完成に向かっており、イエス・キリストを通じ

て現出し、共同体において継承され、終末に完成するものとしている。 

 この「神の国」の思想を、ハルナックは批判的に継承した。リッチュルは「神の国」の枠組みを共同体であるとした

が、ハルナックは個人であるとした。また、個人を「神の国」の受け皿としたことにより、共同体の超越性は解体され

ることになった。なお、既存の教会権威に対してはリッチュル、ハルナックとも否定的であった。 

 第三章では、『キリスト教の本質』における「神の国」理解を考察する。『キリスト教の本質』は、出版直後からプロ

テスタント、ローマ・カトリックを問わず、幅広い議論を引き起こした。反論をした人々は保守的神学の立場に限ら

ず、ハルナックの後の世代の自由主義神学者もいた。同書は 20世紀を通じてほぼ四半世紀ごとに復刊され、今もその

現代的意義が問われ続けている。 

 「神の国」の思想は、『キリスト教の本質』の最重要主題の一つである。ハルナックはまず独自のキリスト論を展開

し、これに基づいて「神の国」の本質を規定する。それによれば、イエスの言動はすべて「神の国の到来」を目的とし

たものである。この「神の国」は、「福音の人格的実現とその力」であると位置づけられたイエスによって個々人の魂

に到来し、個々人の魂が内面的に神と一つになることを意味する。これこそがイエスの福音の核心であって、終局史

的終末論は、この現在的な「神の国の到来」に収斂されるのである。ハルナックは、イエスの語った福音と、イエス・

キリストについての福音とを分離するという方法論を用いたが、これは保守的立場、急進的立場双方からから激しく

非難された。 

 第四章では、ハルナックとバルトの論争を取り扱う。1923 年、ハルナックはかつての教え子であるバルトと雑誌上

で公開往復書簡の形による討論を行った。この討論の最大の焦点は、神学とは、大学と教会のどちらに軸足を置くべ

きかというものであったと一般には理解されているが、実際の内容は神学のさまざまな主題に及んでおり、「神の国」

の思想もそこに含まれている。神学は教会権威から自由な学術的営為であるべきとの信念を持つハルナックと、神学

は教会の営みにほかならないとするバルトとの討論は終始かみ合わなかったが、ハルナックに対するバルトの敬意は

変わらず、バルトは 1 年後にハルナックに宛てて感謝の手紙を送っている。本論文では、未公刊のこの手紙をバルト

による往復書簡への「最終返答」と位置づけ、両者にとってこの討論は意義深いものであったと結論づける。 

 終章では、ハルナックの現代的意義を考察する。『キリスト教の本質』出版 100年およびハルナック生誕 150年の節

目である 2000年前後に、ハルナック再評価が活発に行われた。その中でも、彼が福音の核心の一つとした「父なる神

と、人の魂の無限の価値」という命題は、超時代的価値を持つものとして再確認されるべき命題と思われるのである。 


